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馬
原
清
子
さ
ん
は
、
毎
年
金
婚
夫
婦
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

一
組

一
組
に

「招
福
か
め
」
を
贈

っ
て
い
ま
す
。

約
２０
年
前
か
ら
趣
味
と
し
て
五
円
玉
を
使

っ
た
「
か
ぶ
と
」
や
「宝

船
」
を
作
っ
て
い
た
馬
原
さ
ん
。
平
成
３
年
か
ら
「長
年
頑
張

っ
て
こ

ら
れ
た
夫
婦
の
記
念
に
な
れ
ば
」
と
招
福
か
め
を
贈
り
始
め
ま
し
た
。

招
福
か
め
は
、
新
し
い
五
円
玉
１９
個
を
組
み
ひ
も
で
重
ね
合
わ

せ
、
短
冊
に
く
く
り
つ
け
て
仕
上
げ
ま
す
。
今
年
も
７
月
か
ら
作

り
始
め
、
４
個
の

「
招
福
か
め
」
を
作
成
。
こ
れ
ま
で
に
贈

っ
た

夫
婦
は
５
０
０
組
以
上
に
な
り
ま
す
。

「顔
も
知
ら
な
い
人
か
ら
手
紙
や
電
話
で
お
礼
が
あ
り
ま
す
。
と

て
も
喜
ば
れ
る
の
で
作
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
馬
原
さ
ん
。
「
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
か
ぎ
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
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町 の 匠
馬原 清子さん (高森・旭通)
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竹内 美穂さん
ハ
、つ

上色見・洗川 20歳

●お仕事

高森保育園で働いてい

ます。

●趣味
ドライブ。シヨッピング。

●一番やりたいこと

友だちとお買い物。ス

ヌーピーグッズを集め

る。

●理想のタイプ

子 ども好 きな人。思い

や りのある人。

■

|′キ
=Lrl■ ロ

しゅうこ

秀心くん

1歳
・（　
■
一

● いつもお店でお手伝 いをしていま

す。みんな遊びに来てね。■
■
■
■

父 住吉 哲郎さん

母    涼子さん
(高森・昭和)

高森町の人口の動き
世帯数/2,699戸 (+1)
男 :3,606人 (+8)/女 :3,969人 (+5)
総 数/7,575人 (+13)
(平成17年 8月 31日現在)

朝
=黎

目 臨 嗣 臓 目 囚 園 凰 麗 ロ コ ロ 回 |||
晩清々しい季節にな り、田畑から聞こえていた蛙の大

合唱 もすっかりとな りをひそめ、コオロギなどの虫た

町マスコット
ちが毎夜賑やかな音色を聞かせてくれるようになりました。

「読書の秋」「スポーツの秋」「食欲の秋」…皆さんはどんな秋

を過ごされますか。

9月 19日 は「敬老の日」。町でも敬老会を開催し、75歳 以

上の 1,173名 をお祝いしました。長い時間をたくましく生 き

てこられた皆さん。これからも私たちのお手本として、大ら

かな笑顔と凛とした姿で元気にお過ごしください。

‖o"554 平成17年 10月 5日 発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番 地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印刷/(株 )熊本新生社印刷

1己 電 〔}〔}古紙配合率 100%再′
|:紙 を使用 しています

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています

ヽ
ヽ
，

広報

Ⅲ□∃

》 買

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

~■

」
■肝
ご

目
Tπ Ч目

, ヽ

1

軌ヽ 1`1

11・

一‥

ヨ

ガ

■
日ヽ畠

ご

ｆ
Ｊ
餓

■

―

響諫:

橿●多

0

「

．

≒

PUBLiC
[たかもリヴォイス]

■



年青会 /上
:00～

育児・児童相

/芙
13:00^マ

年金相談/林
10:00～ 15

孟饒
第 28回 高 森 町
町民音楽祭 /小
13:30～

心配ごと相談/
芙 13:00～

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■10月 9日 ～11月 12日

■財輻||■躍嘲目目麗コ|

朋 月月遊館
上 上町集会所
温 …高森温泉館

林 林業総合センター

芙 芙蓉館
小・高森中央小学校

中 高森中学校

あなたの生活
を快適にする 1主宅リフォーム
○事業者選びは慎重に。

複数の事業者から見積もりを取るなど、事業者選びは慎重に進めましょう。

○工事契約は必ず書面で。

小規模工事でも口約束だけでの契約はやめましょう。 ・

工事の追加・変更はよく話し合つて。

追加・変更による費用の増加はトラブルのもと。費用の増減を含め、本当に

必要かよく考えて進めましょう。

○工事完成後の確認はきつちりと。

工事内容を事業者とともに現場で確認し、

工事完了確認書などを取り交々レ

`保

管

しておきましょう。●   ●

●   ●

悪質な訪問販売には気をつけて!!

○執ような訪間営業

頼みもせずに突然やってきて、一度断ったが何回も訪ねてくる。最後には勝

手に工事図面まで持参して執ように契約を迫る…。

○モニター大幅値引き中                 ＼
自社製品による外壁リフォームを勧められ、今ならキャンペー _、

ン期間中のためモニターになれば費用は半額にする…。    ―́
ノ′

○不必要なサービス

屋根改修工事の訪間販売なのに、今契約したら玄関ドアの

取り替えをサービスする。・・。

○不安をあおる

耐震診断を無料でと言って上がりこみ、「屋根裏の補強が必要。修理しない

と地震のときに家が倒れる」というので不安になり工事を依頼した。工事後、

知り合いの工務店に聞くと半額で済みそうな工事であった一。

○強引な契約

今日中に契約したら半額、明日なら通常価格になると言い、午前 0時 まで

居座られた・・・。

相談窓日はこちらです。

(財)熊本県建築住宅センター リフォーム相談窓回 ■L096-385-0771
熊本県消費生活センター相談窓口         ■L096-354-4835

■お問い合わせ先 熊本県土木部住宅課 ■L096-383-1111(内線 6245)

／
１

おくヤみもうにあ・ずま

[住 所]

高森・下 町

高 森・津 留

津 留・永 野

草 部・社 倉

2005年 8月 受付分 (敬称略)

[死亡者]

山村 紘司

林  ツイ

佐藤 常義

工藤三喜代

[年齢] [御遺族]

山村 貞子

林 今朝一

佐藤サツ子

工藤  剛

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>阿南  堅

古澤 公子

高橋ユミ子

古澤ルイコ

■広報送料寄付

工藤  剛

馬原 宏文

本田フクミ

甲斐 ミホ (熊本市清水新地)

本田 隆徳 (熊本市飛田)

岡  伴三 (岡 山県倉敷市 )

二子石兼二 (東京都町田市 )
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失敗やトラブルのないようt十分にこ注意ください。

おかしいなと思ったら澪膚せずにはつきりと断る。

お
断
り

12

ロ
月

' 
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10/彦

16
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木 傷

役場支払日

..‐

‐
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役場支払 日

よい歯の教室/
林 13:30～

11/′

■ ′ヽ

:乙

どぎゃん会/朋
9:30^ヽ´

高森温泉館休館日

/温

機能訓練あゆみ会/
温 13:30～

礁颯

3か月児健診/林
13:30^ツ

15

′ヽハ

∠∠

つ0
`日

、ノ

員
、J
すまいるフェス
タ inたかもり/
中
10:00～ (～ C

日まで )

役場支払日

|・ |‐■■
‐■.■

大阿蘇絵画展/
林 (～ 13日 まで)

どぎゃん会/朋
9:30～

万年青会/上
10:00～

哺
最
曇

噛
曇
１

向
プ
』

ヽ

ヽ
日
′

ノ
孵
ヽ

ありうゞ
｀
どうご資ドヽ ま`した (敬称略)
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〇

熊
本
県
行
政
書
士
会

・
阿
蘇
支
部
で
は
、

左
記
の
日
程
で
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

遺
言
書
、
相
続
、
消
費
者
問
題
、
自
動

車
登
録

（登
録
手
続
き

。
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル

・
重
量
税
の
還
付
）
、
農
地
転
用
な
ど

に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
各
専
門
の
行
政
書

士
が
お
受
け
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
１１
月
２
日

（水
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時
３０
分

○
場
　
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
農
業
情
報
室
２

０
応
対
者

熊
本
県
行
政
書
士
会
阿
蘇
支
部
会
員

○
相
談
内
容

遺
言
書
の
書
き
方
、
相
続
問
題
、
自

動
車
登
録
手
続
き
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
、
自
動
車
重
量
税
の
還
付

（廃
車
を

考
え
ら
れ
て
い
る
方
）
、
消
費
者
問
題
、

農
地
の
売
買

・
賃
貸
、
会
社
設
立
な
ど

に
つ
い
て

回
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
行
政
書
士
会
阿
蘇
支
部

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

４

６

１

２

７

７

１

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
係
る

問
い
合
わ
せ
窓
回
の
設
置

全
国
的
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
に
関
し
て
県
民
か
ら
の
相
談
や

問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

左
記
の
と
お
り
窓
口
を
設
置

（土

・
日

・

祭
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
し
、

対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
健
康
相
談
等
の
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

ｈ
０
９
６
７
‐
３
２
‐
０
５
３
５

０
建
築
資
材
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
地
域
振
興
局
土
本
部
景
観
建
築
係

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

０
廃
ア
ス
ベ
ス
ト
の
適
正
処
理

・
環
境
対

策
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課

』
０
９
６
７
‐
３
２
‐
０
５
３
５

０
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
う
工
場

・
事
業
場
等

の
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
、
事
業
者
に

つ
い
て

熊
本
労
働
局
安
全
衛
生
課

ｈ
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
１
８
６

熊
本
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

ｈ
０
９
６
‐
３
５
３
‐
５
４
８
０

熊
本
労
災
病
院

ｈ
０
９
６
５
‐
３
３
‐
４
１
５
１

及
び
県
下
７
か
所
の
労
働
基
準
監
督
署

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

※
９
月
１
日
か
ら
熊
本
労
災
病
院
に

「
ア

ス
ベ
ス
ト
疾
患
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

（全

国
２２
労
災
病
院
に
設
置
）
さ
れ
、
ア
ス

ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
、
診
断
等
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

0

●   ●

●   ●

晨鸞鯰蛛三I里予イ〒

24時間電話を通して健康をお届けします。
洟月曜 日

◎ 10月 のテーマ   鯰貝冨皆
月市炎について

アスベス ト肺障害
贅水曜日

混合診療 ってな―に

褥木曜日
抜歯の後の注意点

隋金曜日

最も人間らしい病気
―うつ病 ―

輻土曜日・ 日曜日
早漏で悩んでいる方へ

0

10月 16日

10月 23日

10月 30日

11月 3日

11月 6日

11月 13日

11月 20日

立 野 病 院

平 田 医 院

藤 本 医 院

馬 原 内 科 医 院

寺 崎 医 院

立 野 病 院

南郷谷整形外科医院

TE1 68-0111

TIL 62-0216

TEL 67-0020

TE1 62-0646

TEL 62-0378

TEL 68-0111

T■ 62-3351

※ 9010、  9011、 9016、 です。

※ トロッコ列車は 3月 25日 日、祝日運転します。

ただ し、 3月 25日～ 4月 9 日運転します。

※2・ 3列車は土、日、祝日及び 3月 日～ 4月 9 日、7月 21日～ 8月 31日 、12月 23日
※ 80]6列車は トロッコ列車が運転しないとき運転します。

月 7日は運転 しません。
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南口可蘇鉄直列車時刻表

阿蘇下田加 勢長 陽立 野列車番号 高 森見晴台阿蘇自川中 松自水高原

(平成 17年 10月 1日改正)

H17.9.15へ H́18.3.15

工 契約金額 (円 )

176,925,000

請 負 者

(株)武藤組中心市街地活性化拠点施設建設工事

事   名

(株)九電工中心市街地活性化拠点施設電気設備工事 H17.9.16へ H́18.3.15 16,716,000

中心市街地活性化拠点施設機械設備工事 H17.9.16～ H18.3.15 33,495,000 (株)本山設備

入 オL 結 果

2 5:37 5i39 5:43 5:47 5:50 5:52 5i55 5i57 6:03
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12i06 12:08 12:12 ]2:]6 12:19 12:22 12:25 ]2:27 12i3312

]4 ]3i03 13:07 13:]1 13:]4 13:17 13:19 13:21 13:28
14:249 13:32 13:43 13:52 13:57 14:03 14:05 14:09

13:32 13:43 13:52 13:57 14:03 14:05 14:09 14:178⊂

14i46 14:50 ]4:54 14i57 14:59 15i02 ]5:04 516 14:44
18 16:18 ]6:20 ]6:24 16:28 16:31 16i34 16:36 16i38 16:44
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24 19:54 ]9:56 20100 20:04 20i06 20:09 20112 20:14 20:20
26 21:01 20:03 2]:07 2 21:14 21:16 2]:]9 21:21 21 :27

立  野長  陽カロ 勢阿蘇下田自水高原中 松阿蘇自川見晴台高 森

熊 本
096

０

●
【
哺

健康問題を

24時 間 .

日替わ
',で

お送りします

-2005.10

◎お知らせのベージ

診療は午前9時から午後5時 まで

Ｉ̈〓

一

三

行
政
書
士
無
料
相
談
会

斡高森行

18:52
25

20:57

列車番号

13iO]

18:02

500万円以上

16



lr/onthly Flash News

仲
む
つ
ま
じ
く

金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式

辺
状
況
の
変
化
に
よ

っ
て
土
地
の
価
格

が
増
大
し
得
ら
れ
る
利
益
は
、
公
平
性

の
確
保
の
た
め
に
も
受
け
る
利
益
に
応

じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、

土
地
の
有
効
利
用
を
み
ん
な
で
考
え
ま

卜
）よ
つヽ
。

熊
本
産
業
保
健
こ
こ
ろ
の
健
康

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

熊
本
労
働
局
は
こ
の
ほ
ど
、
労
働
者
と

そ
の
家
族
、
経
営
者
、
労
務
担
当
者
等
の
「心

の
病
」
の
相
談
に
専
門
医
師
ら
が
無
料
で

応
じ
る

「
熊
本
産
業
保
健
こ
こ
ろ
の
健
康

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

自
殺
防
止
を
目
的
に
熊
本
県
医
師
会
、

熊
本
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
県

精
神
科
病
院
協
会
な
ど
が
連
携
す
る
全
国

初

の
取
り
組
み
で
７
月
か
ら
受
付
が
始

ま

っ
て
い
ま
す
。

働
き
す
ぎ
に
よ
る
う

つ
病
は
本
人
が
な

か
な
か
気
づ
か
な
い
場
合
が
多

い
の
で
家

族
が
気
づ
い
た
ら

一
緒
に
こ
の
制
度
を
積

極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
左
記
の
県
内
２０
医
療
機
関
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
熊
本
地
区

窪
田
病
院

（熊
本
市
長
嶺
東
）

仁
木
病
院

（熊
本
市
月
出
）

く
ま
も
と
青
明
病
院

（熊
本
市
渡
鹿
）

桜
が
丘
病
院

（熊
本
市
池
田
）

●

城
山
病
院

（熊
本
市
城
山
上
代
町
）

龍
田
病
院

（熊
本
市
黒
髪
）

明
生
病
院

（熊
本
市
大
窪
）

ピ
ネ
ル
記
念
病
院

（熊
本
市
佐
土
原
）

希
望
ヶ
丘
病
院

（御
船
町
豊
秋
）

益
城
病
院

（益
城
町
惣
領
）

松
田
病
院

（宇
城
市
松
橋
町
豊
崎
）

く
ま
も
と
心
療
病
院

（宇
土
市
松
山
町
）

〇
八
代

・
水
俣
地
区

高
田
病
院

（八
代
市
豊
原
下
町
）

八
代
更
正
病
院

（八
代
市
古
城
町
）

○
玉
名

・
荒
尾
地
区

城
ヶ
崎
病
院

（玉
名
市
伊
倉
北
方
）

有
働
病
院

（荒
尾
市
万
田
）

○
菊
池

・
鹿
本
地
区

菊
池
有
働
病
院

（菊
池
市
深
川
）

菊
陽
病
院

（菊
陽
町
原
水
）

向
陽
台
病
院

（植
木
町
鐙
田
）

○
人
吉

・
球
磨
地
区

吉
田
病
院

（人
吉
市
下
城
本
町
）

あ
な
た
を
守
り
。

あ
な
た
を
支
え
る
。
自
賠
責
制
度

自

賠

責

保

険

・
共

済

は
、
年

間
約

１
３
０
万
件
も
の
交
通
事
故
被
害
者
に
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
こ
の
１０
年

間
で
約
３１
％
増
加
し
、
毎
年
多
く
の
死
傷

者
数
を
出
し
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
こ
そ

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
負
傷
者
数
に

つ
い
て
は
過
去
ワ
ー
ス
ト
の
１
１
８
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、
誰
も
が

被
害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
よ
り
い
っ
そ
う

自
賠
責
制
度
の
役
割
や
、
保
険

・
共
済
金

支
払

い
の
し
く
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険

・
共

済
が
、
自
賠
責
保
険

・
共
済
で
す
。
交
通

事
故
に
よ
り
加
害
者
と
な

っ
た
と
き
は
、

被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負

い

ま
す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険

・

共
済
は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任

を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害

者
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

憮
お
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

９

‐

３

１

５

５

台
風
１４
号
に
よ
り
住
宅
に
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
ヘ

「平
成
１７
年
台
風
１４
号
」
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
方
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申

し
上
げ
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
先
日
の
台
風
１４

号
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

へ
、
住
宅
の
復
旧
に
伴
う
融
資
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
さ
ま
と
の
ご
相
談
に
よ
り
、

返
済
期
間
の
延
長
な
ど
お
客
さ
ま
の
状
況

に
応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
等
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
ご
返
済
中
の
金

融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支

店
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

７

‐
２

０

０

０

家
事
問
題
相
談
会

（無
料
）

青
年
司
法
書
士
会
は

「家
事
問
題
相
談

会
」
と
し
て
、
離
婚
後
に
お
け
る
財
産
関

係
や
、
諸
手
続
き
に
つ
い
て
疑
間
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
、
そ
し
て

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」
の
被
害
に
誰
に
も

相
談
で
き
ず
悩
ん
で
お
ら
れ
る
女
性
の
救

済
を
目
的
と
し
て
面
接
及
び
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
１０
月
３０
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

（熊
本
市
大
江
４
‐
４
‐
３４
）

○
相
談
電
話
　
』
０
９
６
‐３
６
４
‐０
８
０
０

０
相
談
方
法

面
接

・
電
話
に
て
無
料

（双
方
随
時
受
付
可
能
）

圏
お
問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士
田
中
千
奈

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

７

２

‐

７

７

５

１

式
で
は
、
藤
本
町
長
が
お
祝
い

の
言
葉
を
贈
り
、
夫
婦

一
組

一
組

に
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰

状
と
、
町
及
び
馬
原
清
子
さ
ん

（高

森

・
旭
通
）
か
ら
の
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
堤
回
雄
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
、
そ
の
後
、
出
席
者
全
員
で
会

食
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
さ
れ
て
い
る
福
永
紘
喜

さ
ん

（高
森

・
下
町
）
が
、
参
加

し
た
夫
婦
ご
と
に
記
念
写
真
を
撮

影
。
式
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
仲
む

つ
ま
じ
く

健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●

丁塁
Ｆ
“
■
嘔
Ｊ
■

本田 一成さん (73)

昭子さん (73)

(上色見・西中原)

後藤 芳愛さん (79)

律子さん (72)

(1:色 見・前原 )

三千代さん (67)

(上色見 。前原 )

村上 照明さん (74)

和悪さん (70)

(色 見・小倉原 )

秋山 信一さん (79)

タツ子さん (78)

(高森・昭和)

片山 義晴さん (75)

サツ子さん (76)

(高 森・上在 )(色 見 ,小倉原)

片 清人さん (72)

節子さん (71)

(色見・小倉原 )

住吉 確明さん (79)

モヨさん (76)

(色見・中園)

住吉 時吉さん (72)

フキ子さん (70)

(色見・井上)
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菊子さん (71)

(高森・下町)

佐藤  徹さん (76)

リツ子さん (69)

(高森・横町 )

義時さん (75)

ソ∃さん (72)

(高森・上在)

荒牧 真昭さん (75)

玲子さん (70)

(高森・旭通)

岩下 光春さん (81)

スイさん (75)

(高森・旭通)

ん (77)後藤
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組
の
夫
婦
が
、
晴
れ
の
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

９

月

日
（水
）
、
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
休
暇
村
南
阿
蘇
で
開
か
れ
、
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光木  満さん (81)

ハル子さん (74)

(高森・冬野)
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が
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
補
助
額

の
目

安
…
６
２ｍ
で
約
１０
万
円
、

７５
２ｍ
で
約

１
２
５
万
円
）

※
補
助
金
額
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
型

式
に
よ
り
差
が
生
じ
ま
す
。

な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す

る
場
合

（た
だ
し
、
公
共
施
設
は
除
く
）

も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

魃
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
太
陽
熱
利
用
部

ＴＥＬ

０

３

‐

５

２

７

５

‐

９

５

６

６

１０
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
「労
働
保
険
」
の
加

入
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
「
労
働
保
険
」

と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を
合
わ
せ

た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度

で
す
。

こ
の

「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や

規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の

一

部
を
除

い
て
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
、
保
険
関
係
成
立
手

続
き
を
行

い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
保
険
制
度
や
手

続
方
法
の
不
案
内
等
に
よ
り
、
か
な
り
の

未
手
続
事
業
場
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

毎
年
１０
月
を

「労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
定
め
て
、
労
働
保
険
の
適
用
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

雇
用
労
働
者
の
方
が
業
務
中
及
び
通
勤

途
上
の
災
害
や
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
り
、

万

一
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要
な
労
災
保

険
給
付
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
失

業
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
リ
ス
ト
ラ

や
倒
産
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失
業
給

付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児
お
よ
び
介

護
休
業
中
の
給
付
が
速
や
か
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
早
め
に
保
険
関
係
成
立
の
手
続

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
各
種
助
成
金

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
及
び
保
険
関

係
成
立
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公

共
職
業
安
定
所
）
も
し
く
は
、
熊
本
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
室

へ
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ

０

９

６

１
２

１

１

‐
１

７

０

２

１０
月
は
仕
事
と
家
庭

月
間
で
す

を
考
え
る

急
速
な
少
子
化
の
進
行
は
、
今
後
我
が

国
の
経
済
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
か
ら
、
平
成
１５
年
に

「
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
成
立
し
、
社

会
全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
な

っ
て
い
ま
す
。

●

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
と
働
き
方
の
見
直
し
は
、
ま

す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
各

企
業
に
お
い
て
も
、
職
場
優
先
の
意
識
や

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
が
解

消
さ
れ
、
男
性
を
含
め
た
す
べ
て
の
労
働

者
が
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
雇

用
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
熊
本
労
働
局
で
は
、
事
業
主

を
は
じ
め
社
会
全
般
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
左
記
の
と
お
リ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

１０
月
２１
日

（金
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
４０
分

○
場
　
所

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
３
階
大

ホ
ー
ル

（熊
本
市
桜
町
３

‐
１０
）

○
内
　
容

・
講
演

・
事
例
発
表

・
説
明

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

１

３

８

６

５

土
地
と
共
に
　
豊
か
な
社
会

ご
存
じ
で
す
か
？
１０
月
は
土
地
月
間
、

１０
月
１
日
は
十
と

一

『土
』
で
土
地
の
日

で
す
。
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い

て
の
４
つ
の

「
基
本
理
念
」
を
定
め
て
い

ま
す
。

○
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
る
土
地
。

自
分
の
土
地
で
あ

っ
て
も
、
利
用
の
仕

方
に
よ

っ
て
は
周
辺
地
域
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
土
地
は
公
共
性
の
強

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
利
用
に
は
公
共

の
福
祉
を
優
先
す
る
こ
と
に
よ
る
制
限

や
負
担
が
必
要
で
す
。

○
計
画
に
従

っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で
す

土
地
利
用
は
、
そ
の
土
地
だ
け
で
な

く
、
周
囲
の
地
域
全
体
も
考
え
て
最
も

ふ
さ
わ
し
い
活
用
で
あ
る
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
ま
す
。
「都
市
計
画
」
な
ど
土
地

利
用
に
つ
い
て
の
計
画
を
定
め
、
計
画

に
適
合
し
た
利
用
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

○
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん

土
地
を
投
機
の
対
象
と
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
価
格
の
異
常
な
上
昇
を
招
く

ば
か
り
で
な
く
、
利
用
さ
れ
な
い
ま
ま

の
土
地
も
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。
本
当

に
土
地
を
必
要
と
す
る
人
が
、
正
常
な

取
引
価
格
で
取
得
で
き
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

○
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら

れ
ま
す

新
し
い
道
路
の
開
通
や
新
駅
の
開
業

な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
外
部
の

要
因
に
よ

っ
て
土
地
の
価
格
が
上
昇
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
周

d/u tzol

成子さん (70)

(河原・黒岩 )

後藤 末士さん (71)

レツ子さん (71)

・      (河 原・味鳥)

田上 勝行さん (73)

季さん (70)

(尾 下・馬渡 )

t/v <tz>

京子さん (69)

(河原 。河原)

押方 勝蔵さん (79)

信子さん (74)

(津留・上津留 )

野尻 耕蔵さん (76)

ムツ子さん (72)

(野尻 。川上)

(尾下・牧戸 )

橋本 益巳さん (71)

久枝さん (69)

(高森・横田|)

工藤  智さん (69)

セツ子さん (69)

(永野原 。小仲野)

佐藤 春幸さん (73)

ヤヱ子さん (69)

(永野原・幸子)

(69)

キミ子さん (67)

(永野原・大楢木 )

fifu izsl

fifu (6s)

(永野原・大楢木)

本 照雄さ (77)

ヨミ子さん (70)

(矢津田・赤羽根)

足立 哲男さん (71)

イミ子さん (68)

(草部・社倉)

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４

¶
「
Ｊ

二子石光義さん (75)

君江さん (76)

(草部・社倉)

ツマさ (71)

(芹 日・馬場)

穴見 ly ttol
ツギ子さん (70)

(水野原・岩神)

ケ

義武さん (76)

サ子さん (72)

(永野原・岩神 )

●

0  ●

鶴林

(注,当 日ご都合により出席できなかった方の写真は、

合成して掲載しています。
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さん (71)佐藤 ん

昭子さん (71)  イ王子さん (73)

(津留・官園)     (水 野原・人仲野)

ん
ん

さ
さ

行

ヱ
の
Ｏ
Ｄ

ｏ
Ｃ
警

ん
ん
一．′

さ
さ
帳

巧
ミ
。

ツ
６８＞

⑩
カ

ん
ん
上

さ
さ
■

昭
子
潮

一
チ
＜

山

ミ

良士
口

ガ
蘇
靱
鼈
ン
ド̈
纏

婦夫こんさ工―，レマんさ博谷ロ^
ハ

るナ受を彰表

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
（結
婚
６０
年
）
は
次
の

方
々
で
す
。

桐
原
　
央
吉

霧

）
高
森

壽

（８３
）
（上
町
）

山
田
　
保
貴

（８８
）
高
森

ス
ミ
（８０
）
（森
）

高
倉

　

一
人

（８６
）
上
色
見

ツ
カ
エ
（８１
）
（東
中
原
）

楢
木
野
幸
男

（７７
）
上
色
見

ソ
エ
（７５
）
（西
中
原
）

後
藤
　
貞
雄

（７７
）
永
野
原

サ
チ
子

（７７
）
（大
仲
野
）

甲
斐
　
　
勝

（９２
）
津
留

エ
ミ
子

貧

）
（永
野
）

熊
谷
　
　
俸

（８５
）
野
尻

マ
ル
エ
（８４
）
（川
上
）

◎お知らせのベージ

盪 ●ヽ
「

―

′
＝
＝
．

鶯

r

ヽ■0由繭
れ
出＝
・

Ｆ＝

ハ
由 白

鬱A
鷲
'I

■
「ｄ
編
哨
・

判

¬

・■
■

14

綴

鯖
薇趙 薔蝠:||



第60回 国民体育大会の重量挙げ少年の部69聴級

に、熊本県代表として高森高校 3年の住吉陽聖くん

(色見・井上)が出場することになりました。

住吉君は「県代表、町代表、高森高校代表として、

悔いの残らない試合にしたい。 3位以上を目標に頑

張りたい」と話していました。

NHK武田真一アナウンサー

地域活性化講演会
NHK武 田真一アナウンサーに

よる「ニュースを伝える声の力 と

は」と題 した地域活性化講演会が、

林業総合センターで開催 されまし

た。

武田さんは昭和42年生 まれ、県

立熊本高等学校、筑波大学を卒業

後、平成 2年 にアナウンサーとし

てNHKに 入局。熊本、松山放送

局勤務の後、平成 9年から東京ア

ナウンス室に在籍 し、平成12年 か

らは「正午のニュース」を担当 し

ています。

約350人の参加者は、武田さんの

生い立ちや番組でのエ ピソー ド、

ニュースを伝えているときの思い

などを真剣に聞き入っていました。

10月 23日 から岡山県倉敷市で開催される第60回国

民体育大会「晴れの国おかやま国体」の空手道成年

女子組手に、熊本県代表として本町出身の立山詩子

さん (帝京大学 3年生)が出場することになりました。
八年で3年連続出場となる立山さん、これまで以上

の成績が期待されます。

り
ま

す

！

今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
熊
本
県
食

の
安
全
安
心
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、

１０

月
か
ら
無
登
録
農
薬
な
ど
を
使

っ
た
県

産
農
林
水
産
物
の
出
荷
等
が
禁
止
さ
れ
、

万

一
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
は
、
生
産
者

へ
の
立
入
検
査
や
出
荷
停
止
等
の
勧
告
、

公
表
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

轟
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
食
の
安
全

・
消
費
生
活
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
７
４
２
７
）

食
の
安
全
安
心
が
さ
ら
に
高
ま

熊
本
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

小
国
養
護
学
校

す
ぎ
の
こ
ま
つ
り

小
国
養
護
学
校
で
は
、
阿
蘇
郡
市
の
多

く
の
方
に
養
護
学
校
や
特
別
支
援
教
育
、

そ
し
て
、
障
害
者

へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
、
く
ま
も
と
教
育

の
日
イ
ベ
ン
ト

「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
１０
月
３０
日

（日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時

○
場
　
所
　
小
国
養
護
学
校

（雨
天
時
は
体
育
館
等
で
開
催
）

○
内
　
容

地
域
の
方
々
や
、
小

・
中

・
高
等
学

校
の
友
だ
ち
を
招
待
し
て
、
児
童
生
徒

と
保
護
者
、
職
員
が

一
九
と
な

っ
て
取

り
組
む
学
校
祭
で
す
。
（
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
製
品
バ
ザ
ー
、
食
バ
ザ
ー
、
ム
シ

ム
シ
ラ
ン
ド
な
ど
）

饉
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校

（山
下
貴
生
）

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

４

６

‐

４

３

７

０

助
け
て
く
だ
さ
い
。
助
か
る
命
を
！

白
血
病
等
で
骨
髄
移
植
を
希
望
す
る
人

が
全
国
で
約
３
千
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
種
臓
器
の
機
能
不
全
で

臓
器
移
植
を
希
望
す
る
人
が
約
１
万
２
千

人
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（腎
臓
移

植
希
望
者
１
１
，
７
５
８
人
、
肺
１
０
３

人
、
肝
臓
９２
人
、
心
臓
７７
人
他
）

移
植
の
日
を
待
ち
な
が
ら
、
厳
し
い
治

療
の
日
々
を
送

っ
て
お
ら
れ
る
こ
れ
ら
の

多
く
の
人
々
は
、
決
し
て
特
別
な
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
骨
髄
バ
ン
ク
ヘ

の
登
録
や
臓
器
提
供
意
志
表
示
カ
ー
ド
ヘ

の
記
入
が
苦
し
む
人
々
へ
の
救
い
の
手
と

な
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
骨
髄
移
植
推
進
財
団

ＴＥＬ

０

３

１

５

２

８

０

‐

８

１

１

１

（社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■
０
３
‐
３
５
０
２
‐
２
０
７
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
、
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作

っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者

の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
　
金

日
額
３
１
０
円

☆
特
徴

。
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費

と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ

っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
よ
う
こ
そ
建
退
共

へ
」

で
、
退
職
金
の
試
算

・
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

請
求
等
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
（耳
８

＼̈
＼

ダ
メヽ
Ｎダ
Ｆ
Ｆ
①
●
［
”
」ド
く
〇
・一
”
一∽
く
〇
庁
Ｃ
Ｆ
いい
・

∞
〇
」ｏ
＼
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
熊
本
県
支
部

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

６

６

１

５

１

１

１

○
内
　
容

タ
レ
ン
ト
の
清
水
國
明
さ
ん
が
、
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

講
演
に
や
っ
て
き
ま
す
。

○
日
　
時
　
１１
月
５
日

（土
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

○
場
　
所
　
熊
本
市
役
所
１４
階
大
ホ
ー
ル

（熊
本
市
手
取
本
町
１
‐
１
）

○
対
　
象
　
県
民
３
０
０
人
程
度
先
着
順

○
参
加
料
　
無
料

○
応
募
期
限
　
１０
月
２８
日

（金
）

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
Ｅ
メ
ー
ル

・
電
話

剛
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

●   ●

●  ●ヽ

TEL

0
9
6

3
8
4

3
2
5
3

空
手
道
成
年
女
子
組
手
で
国
体
出
場

立
山
詩
子
さ
ん

（帝
京
大
学
３
年
）

重
量
挙
げ
少
年
の
部
６９
ｋｇ
級
で
国
体
出
場

住
吉
陽
聖
く
ん

（高
森
高
校
３
年
）

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
補
助
制
度
応
募
受
付
中
！

○
補
助
対
象
者

集
熱
器
の
総
面
積
７５
２ｍ
ま
で
の
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

○
補
助
金
額

集
熱
器
の
総
面
積
に
応
じ
た
補
助
金

国民健康保険税第 6期の納期限は10月 31日 (月 )です/高森町役場税務課
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

田
　
研
　
一

一
ム

往ヽ

■

看

Ｆ

　

〕
ノ

張
が
、
風
景
を

色
見
、
山
鳥

・
井

ら
な
い

「
お
た

っ
ち
ょ
さ

ナ
の
森
を
抜
け
、
霊
山
阿
蘇

へ
の

道
は
、
生
い
茂
る
夏
草
に
阻
ま
れ
、

薄
い
シ
ャ
ツ
な
ら
切
り
裂
か
れ
て

し
ま
う
か
の
茅
。
薄
紅
色
し
た
花

び
ら
を
散
ら
し
、
覆
い
被
さ
る
か

の
萩
が
、
行
く
手
遮
り
ま
す
。
進

む
だ
け
を
切
り
払
い
、
や
が
て
丸

山
の
城
跡
に
至
れ
ば
、南
郷
の
村
々

が
、
遮
る
も
の
無
き
眼
前
に
、
ゆ
っ

た
り
と
、
そ
し
て
穏
や
か
で
あ
り

ま
す
。

か
つ
て
、
火
口
信
仰
を
、
お
池

参
り
と
称
し
た

一
行
は
、
そ
の
道

を
辿
り
、
砂
塵
吹
く
広
漠
た
る
砂

千
里
に
至
れ
ば
、
風
景
の
一
変
に
、

宿
れ
し
天
空
の
神
、
地
の
神
に
こ

う
べ
を
垂
れ
、
益
々
霊
場
と
し
て

の
、
神
々
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
ま
で
は
、

独
立
し
て
い
た
山
鳥
村
に
は
、
細

川
の
お
殿
様
が
、
お
池
参
り
の
途
、

お
立
ち
寄
り
に
な

っ
た
の
で
あ
り

は
、
中
世
の
頃
、

郷
に
居
を
構
え
ま

か
つ
て
そ
れ
ら
は
、
伝
説

の
な
か
に
存
在
、
し
か
し
い
ず
れ

も
土
木
工
事
に
よ
っ
て
、
偶
然
に

故
居
を
発
見
、
浜
の
館

・
南
郷
の

館
と
呼
ば
れ
た
、
堀
を
巡
ら
し
た

住
居
跡
の
存
在
が
、
確
認
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
八
百
年

も
前
、　
一
の
官
阿
蘇
神
社
を
離
れ
、

阿
蘇
家
大
宮
司

一
族
は
、
開
拓
の

目
的
を
も
持
ち
、
南
郷
の
地
に
居

を
構
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
三
百
年
に
も
及
び
ま
し
た
。

唐
三
彩
と
表
現
さ
れ
る
、
中
国

官
製
の
窯
で
焼
か
れ
た
陶
磁
器
の

破
片
。
暴
れ
川
だ
と
恐
れ
ら
れ
た

白
水

。
中
松
の
河
川
周
辺
。
そ
し

て
矢
部
高
校
グ
ラ
ン
ド
か
ら
は
、

し
っ
か
り
と
形
状
を
留
め
る
、
水

鳥
型
水
差
し
と
思
わ
れ
る
唐
三
彩

が
、
出
土
し
て
お
り
ま
す
。
官
製

窯
と
は
、
当
時
の
中
国
皇
帝
が
管

理
し
、
朝
遺
使

へ
の
、
国
家
と
し

て
の
贈
答
品
で
あ
り
ま
し
た
。
阿

●

蘇
家
が
、
絶
大
な
権
力
を
誇
り
、

壮
大
な
交
流
の
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。夏

草
生
い
茂
る
水
無
川
を
こ
え

る
。
天
候
に
よ

っ
て
、
瞬
く
間
に

阿
蘇
に
降

っ
た
雨
が
、
山
鳥

へ
と

流
れ
ま
す
。
お
よ
そ
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
丸
山
城
跡
と
思
わ

れ
る
地
点
は
、
海
抜
千
メ
ー
ト
ル

に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
地
点
に
立
ち
、
私
達
が
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
等
の
影
響
に
よ
り
思
う
、

城
の
概
念
か
ら
、
こ
の
丸
山
城
は
、

南
郷
開
拓
、
そ
し
て
阿
蘇
火
山
信

仰
の
拠
点
的
性
格
の
も
の
で
あ

っ

た
、
高
森
城
と
共
通
す
る
、
現
代

人
が
思
う
城
で
は
な
く
、
事
あ
る

時
に
駆
け
つ
け
る
、
シ
ン
ボ
ル
的

な
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
か
と
、

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

水
無
川
の
表
現
、
そ
れ
は
地
区

の
古
老
が
語
っ
た
、
「お
館
川
」
が

色
見
の
何
処
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
陣
屋

・
中
園

・
西
丁

。
「お

た
っ
ち
ょ
さ
ん
」
・
戸
狩
等
々
、
ま

さ
に
阿
蘇
家
、
そ
し
て
細
川
家
と

の
関
わ
り
を
残
す
、
字
名
で
あ
り

ま
す
。
信
仰
と
、
阿
蘇
山
を
結
ぶ

古
道
に
、
色
見
は
存
在
し
ま
し
た
。

「お
た
っ
ち
ょ
さ
ん
」
と
は
、
「御

館
中
」
と
書
く
の
で
あ
り
ま
す
。

阿
蘇
家
が
居
を
構
え
た
地
点
に
、

そ
の
呼
び
名
は
残

っ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。
阿
蘇
家
の
、
高
貴
な

婦
人
を
さ
す
敬
称
で
あ
り
、
矢
部
、

浜
の
館
跡
か
ら
清
和

へ
向
か
う
途

中
に
、
「
お
た
っ
ち
ょ
坂
」
の
地
名

が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
ま
だ
学
生
の
頃
、
父
に
連

れ
ら
れ

「
お
た

つ
ち
ょ
さ
ん
」
を

訪
ね
ま
し
た
。
ま
だ
読
み
と
れ
た

墓
碑
に
は
、
女
性

へ
の
表
現
で
あ

る

「
尼
」
の
文
字
、
そ
し
て
、
没

年
は
、
肉
親
間
が
、
血
で
血
を
洗

う
争

い
を
繰
り
返
し
た
、
南
北
朝

終
焉
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
阿
蘇

家

一
族
は
、
中
央
政
府
の
争

い
の

渦
中
、
南
北
両
派
に
三
分
さ
れ
、

矢
部
に
於
い
て
行
わ
れ
た
二
派
間

の
戦
い
で
、
南
朝
系
阿
蘇
惟
家
派

が
敗
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
「
お

た

つ
ち
ょ
さ
ん
」
の
墓
碑
に
刻
ま

れ
た
明
応
三
年
と
は
、
そ
の
様
な

動
乱
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
後
の

阿
蘇
家
は
、
加
藤
清
正
の
取
り
計

ら
い
に
よ
り
失
地
回
復
、　
一
の
官

阿
蘇
神
社
を
居
城
と
し
て
、
今
日

に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。

南
郷
に
居
を
構
え
、　
一
の
宮
を

一
族
の
生
地
と
し
た
阿
蘇
家
。
故

地
に
近
い
高
森
阿
蘇
神
社
と
色
見
。

岩
下
家
そ
の
家
紋
は
、
丸
に
阿
蘇

家
の
違
い
鷹
で
あ
り
ま
す
。

いつまでもお元気で !

町内8会場で敬老会開催
の発展に寄与されたお年寄りの長寿を祝い、

その労をねぎらう敬老会が各校区婦人会や各地区の

皆さんの協力により、町内8会場で開催されました。

野尻・尾下地区の敬老会は朋遊館で開催され、来

賓からの祝辞やダイヤモンド婚夫婦表彰などが行われ

ました。その後、野尻保育園児や地元婦人会による

踊りなどの余興があり、参加者は楽しいひとときを過

ごしました。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４

●

●   ●

高森町商工会青年部

県ソフトボール大会で優勝
熊本県商工会青年部ソフトボール大会が七城町グ

ラウンドで開催され、高森町商工青年部 (藤本康雄

部長)が見事優勝を果たしました。

トーナメント4試合を勝ち進んだ高森町商工青年部

は、決勝で植木町商工青年部にサヨナラ勝ち。最優

秀選手に小林亮太さん (高森・下町)、 最優秀投手に

村上誠治さん (矢津田・吉尾野)が選ばれました。

甲斐辰義さん (矢津田・吉尾野)

こんにゃくの実にびっくり!

甲斐辰義さん宅のこんにゃくに赤色の実がなりまし

た。

こんにゃくは2、 3年で掘られるため、花が咲くの

もあまり見られません。また、自家受粉しないため、

複数の花が咲かないと実がならないことからも見られ

るのは珍しいそうです。

甲斐さんは「花は咲いていたが、こんにゃくの実を

見たのは初めて」とびっくりした様子でした。
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色見保育園

ネコックスでりんご狩り
コックスリんご園の招待により、色見保育園の年

長・年中組の園児8人がりんご狩りを行いました。

園児たちは、真っ赤に実った大きなりんごに大はし

ゃぎ。「持って帰ってお父さんとお母さんと食べよう」

などと言いながらうれしそうにちぎっていました。

この後、梅香苑の入所者7人も招待により来園しま

した。
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鶏肉とたつβiり野菜の骨六カレー
□材 料 (4～ 6人分 )

鶏 もも肉 200g、 ヨーグ

ルト大さじ2、 玉ねぎ 1/2

個、セロリ1/2個 、なす

3本、 パ プ リ カ1/2個 、

トマ ト1個 、 さやいんげ

ん 50g、 ローリエ 1枚、

バター 20g、 カレールー

(市販)4～ 5皿分
□作 り方

①鶏肉は一口大に切って、塩こしょうし、ヨーグルトを

まぶし、冷蔵庫で30分おく。

②玉ねぎはくし形、セロリは乱切りにする。なす、パプ

リカは半分に切って乱切り。トマトはくし形、さやい

んげんは3セ ンチ長さに切る。

③鍋にバターを溶かし、鶏肉を炒め野菜も加えて炒める。

しんなりしたら、水を加えて煮込む。最後にカレールー

を加えて出来上がり。

〃

〇

史芸

骨をいつまでも丈夫に !

■
四
□
一四
回
■
翻
Ш
■
団
躙Ⅲ
因
曰

・　
つ
い
て
お
出
で
　
ヤ
ナ
場
に
鮎
の
乗

っ
と
ろ
う

通
販
で
　
歩
行
機
も
ゴ
ミ
被

っ
と
る

Ｔ
シ
ャ
ツ
で
　
村
長
も
乗
る
コ
ン
バ
イ
ン

つ
い
て
お
出
で
　
阿
蘇
は
神
話
の
豊
庫
た
い

捜
し
回
リ
　
マ
ド
ン
ナ
で
票
固
め
ら
す

草
茫
茫
　
ビ
ル
の
谷
間
に
意
地
張

っ
て

チ
ャ
ン
ス
　
あ
の
抵
当
は
欲
し
い
土
地

Ｔ
シ
ャ
ツ
で
　
演
説
し
よ
る
ミ
カ
ン
箱

◆
年
代

別

「
骨

を
守

る
」
た
め

の
ポ

イ

ン
ト

《
１０
～
２０
代
》

骨
芽
細
胞
の
働
き
が
強
く
、
骨
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ

る
時
期

・
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
摂
り
、
運
動
を
行

っ
て
骨

の
貯
金
を
で
き
る
だ
け
た
め
ま
し
よ
う
。

・
食
事
を
抜
く
よ
う
な
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
骨
量
を

減
ら
し
ま
す
。
食
事
量
は
減
ら
さ
ず
運
動
を
行
い
、

●

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
愛
子

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

松
山
キ
ヨ
子

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

桐
原
　
白
酔

捜
し
回
り
　
一
度
勘
当
し
た
も
ん
の

草
茫
茫
　
機
械
も
入
れ
ら
れ
ん
棚
田

通
販
で
　
今
じ
ゃ
処
分
に
困

っ
と
る

チ
ャ
ン
ス
　
一
一度
も
三
度
も
来
な
い
も
の

草
茫
茫
　
過
疎
地
の
墓
地
は
蝉
し
ぐ
れ

つ
い
て
お
出
で
　
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
は
俺
が
庭

POETRY PAGE
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①カルシウムの豊富な食品を毎回食卓に。

カルシウムが豊富な食品は牛乳・乳製品、大

豆製品、魚介類、海藻、緑黄色野菜など。なか

でも牛乳は 1本 (200 cc)に 200 mgの カルシウ

ムを含むうえ、吸収率も抜群なので 1日 1本は

飲みましょう。

②カルシウムの吸収を妨げる要因を取り除く。

塩分の摂り過ぎやス トレス、アルコール、た

ばこもカルシウムの吸収を悪くします。

耗雄4‐

グ露
`露

ι

彗
　

Ｈ

継
　

”

櫻
　

＝

枷
　

”

　̈　
　
”

冊
　

鵬

齢
　

”

咄　
　
　
“

む
　

綺

驀
　

師

螂　
　
　
聘

儀　　　，

亭
　
　
矮

肇
　

膊

・　
　
　
”

奉

由

↑

碑

輌　　　”

拳

一

』　　　” 保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

月
１
～
２
ｋｇ
の
緩
や
か
な
減
量
を
目
指
し
ま
し
よ
う
。

・
喫
煙
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
た
ば
こ
は
骨
の
形
成

を
阻
害
し
ま
す
。
ぜ
ひ
禁
煙
を
。

《
３０
～
４０
代
》

骨
芽
細
胞
と
破
骨
細
胞
の
働
き
が
同
じ
く
ら
い
で
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
、
骨
量
が

一
定
に
保
た
れ
る
時
期

・
妊
娠

・
出
産

・
授
乳
時
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率

が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
そ
の
た
め
年
齢
に
あ

っ
た

適
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
り
ま
し
よ
う
。

《
５０
代
以
降
》

女
性
は
閉
経
を
迎
え
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
か
ら
破

骨
細
胞
の
働
き
が
強
く
な
り
骨
量
も
減
少
す
る
時
期

・
骨
量
の
減
少
が
始
ま
り
ま
す
。
減
少
を
緩
や
か
に
す

る
た
め
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
や
適
度
な
運
動
な

ど
骨
を
守
る
生
活
習
慣
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

・
加
齢
に
伴
い
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
転
倒
は
判
断
力
や
認
識
力
の
低
下
に
加
え
、
歩

行
能
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
筋
力
の
低
下
が
原
因
で

生
じ
ま
す
。
体
力
の
維
持
・向
上
に
努
め
ま
し
よ
う
。

◆
骨

・
コ
ツ
な
ろ
う
！
　
骨
美
人
セ
ミ
ナ
ー

骨
密
度
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
を
対
象
に
し
た
教

室
で
す
。

○
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
　
一
〇
朋
遊
館

１０
月
１７
日

（月
二

　

１０
月
２０
日

（木
）

９
時
３０
分
～
１３
時
　
　
一　
　
９
時
３０
分
～
１３
時

○
内
　
容

骨
密
度
検
診
結
果
説
明
、
講
話
、
調
理
実
習
、

転
倒
予
防
体
操
、
意
見
交
換

※
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

１０
月
１３
日

（木
）

ま
で
に
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係
ま
で
お
電
話
で

ど
う
ぞ
―

骨
を
守
る
！

本
年
度
の
住
民
健
診
の
骨
密
度
検
診
で
、
要
経
過
観
察

は
２７
％
、
要
精
密
は
２
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。
骨
粗
影松

症
は
、
骨
の
中
身
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で

す
。
骨
が
も
ろ
く
な
る
た
め
、重
い
物
を
持
っ
た
り
、ち
ょ
っ

と
手
を
つ
い
た
り
、
転
ん
だ
だ
け
で
骨
折
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
特
に
高
齢
に
な
る
と
骨
折
か
ら
長
期
入
院
と
な
り
、

寝
た
き
り
さ
ら
に
は
認
知
症
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態

（要

介
護
）
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
生
の
う
ち
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
貯
え
、
骨
量
が
最
も

多
く
な
る
の
は
１０
代
後
半
か
ら
２０
代
の
頃
で
す
。
こ
の
時

期
に
骨
量
を
た
め
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
骨
の
健
康
に
た

い
へ
ん
重
要
で
す
。
そ
し
て
こ
の
時
期
が
過
ぎ
る
と
少
し

ず
つ
骨
量
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
骨
量
の
減
少
を
緩
や

か
に
す
る
た
め
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
摂
る
こ
と

や
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

●   ●

●

佐
藤
　
重
信

上
井
加
根
女

森
川
そ
よ
子

佐
楢
見
乱
坊

後
藤
　
信
子

浦
塚
　
南
天

※
根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
の
俳
句
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

8

高森町民音楽祭
開催のお知らせ

月

○日 時

ひびけ阿蘇の野に

ふれあいコンサー ト第28回

すまいるフェスタ
inたかもり
開催のお知らせ

]1月 5日 (土)か ら6日 (日 )にかけて、高森中学校で文

化祭、健康づくり推進大会、人権啓発フェスティバルを

合同で行う「すまいるフェスタ |∩ たかもり」を開催し

ます。多数のこ来場をお待ちしています。

主な内容は次のとおりです。

・文化部門各種作品展示

・人権・健康福祉のパネル等展示

・熊日ちびっ子スケッチ展表彰式

・健康チェックコーナー

・人権劇 。人権作文発表
。ブックスター ト (読み聞かせ)

・良い歯の表彰・優良献血者表彰

■お問い合わせ先

高森町役場住民生活課 TEL 62-1111(内 線 132)

第5回

栄養士の
いただきま～す



じ
ん
　
け
ん

人
権
に
つ
い
て

考
え
る

「無
知
に
よ
る
差
別
」

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
宿
泊

き
ょ
ひ
　
も
ん
だ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
わ

拒
否
問
題
で
、
ホ
テ
ル
側
は

べ
ん
き

ょ
う

ぶ
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

「
勉
強
不
足
だ

っ
た
」
と
言

っ

わ
た
し

て

い
ま

し
た
。
私

た
ち
も
、

び

ょ
う

　
　
　
　

　
　
　

た
だ

ハ
ン
セ
ン
病

の
こ
と
を
正
し

り
か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

く
理
解
し
て
い
る
と

い
う
人

は
多

く
な

い
と
思

い
ま
す
。

あ

や
ま

　
　
　
　
ち

し
き

む
し
ろ
、
誤

っ
た
知
識
と
か

く
ち
づ
た
　
　
　
き

口
伝
え
を
聴
い
て
、
「う

つ
る
。

こ
わ
　
　
び

ょ
う
き

　
　
　
　
　
　
お
も

　

　

こ

怖

い
病
気
だ
」
と
思

い
込

ん

で

い
た

の
で
は
な

い
で
し

ょ

う
か
。

が
わ
　
　
　
　
び
ょ
う
き

ホ
テ
ル
側
も
、
病
気

の
こ

と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
ら

も
ん
だ
い　
　
　
お

問
題
も
起
き
な
か

っ
た
し
、

ま
た
、
従
業
員

の
解
雇
問
題

も
な
か

っ
た
は
ず

で
す
。
し

か
も
、
元
患
者
は
、
後
遺
症

び

ょ
う
き
　
　
な
お

は
あ

っ
て
も
病
気
は
治

っ
て

わ

た

し

　

　

　

　

　

　

さ

い
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
差

別
問
題
等
を
も

っ
と
学
習
し

た
だ

　

　

　

　

ち

し
き

　

　

え

て
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。

●

●

国民年仝だより
年盆請求 |こ路要な書類は?
年金はιヽつがら受けられる?
年金証書をなくしたときは…?

れ

（
　
４

年金の請求手続きやお受け取りに関するこ相談は

藤本筆整電話相談センター
[、 :ヽ ス ヘ 澤

質■096‐359‐ 1165へどうぞ

午前 8時30分から午後 5時 まで (土・日・祝 日

年末年始は除きます)

∈到団亜口∋
お手元に年金手帳や年金証書をご用意 ください。

夜間・休日にどうぞ !

熊本東社会保険事務所では、夜間・休日に年金相談窓口を開設しています。お仕事帰りに、休 日に、

どうぞご利用ください。

靡平日延長日 (毎週月曜日)¨・午後7時まで受付 (祝日の場合は大曜日に実施)

嘲休日相談日 (毎月第2土曜日及び偶数月の第3土曜日)… 午前9時30分から午後4時まで受付

毎週月曜夕方 と第 2土曜日は年金相談の予約ができます

熊本東社会保険事務所では、毎週月曜日の午後 5時から午後 7時 までと第2土曜日に限り、年金相

談の予約専用窓口を開設しています。何かと忙 しい夜間や土曜日も、予約相談なら待ち時間なく便利

にご利用いただけます |お問い合わせ、ご予約は「総合相談室」へどうぞ。

●熊本東社会保険事務所 ■L096-367-2500
※相談希望日のおおむね 2週 間前から前日午後 3時 まで予約を受け付けます。

※予約日時に変更が生じた場合は、事前にご連絡ください。

※予約以外の方のご相談もお受けしますので、お気軽にお越しください。

夫しまり、
Ｆト

ナ
て

こ・．Ｈ
リ

エ
↑更

′

１

１
‘

゛
ぎ
ヽ

・
ヽ
日
′

イ
ム

火
天

二
〓‐
０

日
Ｕ

去
↑金年ヽ

ノσで話昴電
ユ
よ

＼

ヽ
´
／

一
ヽ

蜻相談者がこ本人の場合

基礎年金番号・住所 。氏名・生年月日など

中相談者がこ家族の場合

上記のほか、 ご家族の基礎年金番号・住所・氏名・

生年月日・ご本人が直接相談できない理由など

確認のため、次の点についてお尋ねします

業 務 時 間

9 tarevoRl To\rN-2oo5.lo

じん け
'ん

在雄 齢 ■嵩‐綿 馨

孟しい薙1語を身た持み111 ■■
いゎれの|ない1樵見・豊前あ爛凸を!

〆「
¬
＼



個
人
事
業
者
の
方
ヘ

平成
１７年度
全
国
地
域
安
全
運
動

消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
で
、
平
成
１５
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
等
に
お
い
て
、
消
費
税
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
た
方
は
、
平
成
１７
年
は
消
費
税
の
課
税

事
業
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に

消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る
消
費
税
額
は
、
課
税

期
間
の
売
上
げ
に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
や
経
費

に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
を
控
除

（仕
入
税
額
控
除
）
し
て

計
算
し
ま
す
か
ら
、
売
上
げ
、
仕
入
れ
な
ど
に
係
る
取
引

に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
帳
簿
や
書
類
の
保
存
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
簡
易
課

税
制
度
を
選
択
し
た
場
合
を
除
き
、
取
引
事
実
を
記
録
し

た
帳
簿
に
加
え
、
取
引
先
か
ら
受
け
取

っ
た
請
求
書
等
の

保
存
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
帳
簿
等
の
保
存
期

間
は
、
そ
の
課
税
期
間
の
確
定
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
７

年
間
で
す
。

消
費
税
に
つ
い
て
の
帳
簿
の
記
載
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税

務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
９

○
運
動
期
間

１０

月

１１

日

（
火

）
か

ら

１０

月

２０

日

（
木

）
ま

で

の

１０

日

間

　

．

○
メ
イ
ン
ス
回
―
ガ
ン

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

○
運
動
重
点

・
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止

・
犯
罪
多
発
駐
車
場
等
に
お
け
る
乗
物
盗
及
び
車
上
ね

ら
い
の
防
止

・
振
り
込
め
詐
欺
等
の
身
近
な
知
能
犯
罪
の
防
止

※
高
森
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

最
近
、
無
施
錠
の
自
転
車
、
カ
ギ
が
付
け
た
ま
ま
の

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
の
盗
難
被
害
、
そ
れ
に
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
て
い
な
い
車
か
ら
の
車
上
ね
ら
い
被
害
が
　
一

多
発
し
て
い
ま
す
。

カ
ギ
を
掛
け
て
い

れ
ば

防

げ

る
被

害

が
ほ
と
ん
ど
で
す
の

で
、
今

一
度
、
カ
ギ

か
け
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

●

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に

点
検
及
び
清
掃
を
行
い
ま
し
よ
う

使
用
に
当
た

っ
て
の
注
意
事
項

○
コ
タ
ツ

。
電
気
コ
タ
ツ
は
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘
れ
に
注
意
―

・
配
線
の
亀
裂
、
損
傷
、
ほ
こ
り
等
に
注
意
―

・
練
炭
コ
タ
ツ
で
の

一
酸
化
炭
素
中
毒
、
や
け
ど
等
に

注
意
―

○
ス
ト
ー
プ

。
フ
ア
ン
ヒ
ー
タ
ー

・
燃
え
る
も
の
を
近
く
に
置
か
な
い
―

・
給
油
の
際
は
必
ず
１
回
消
火
す
る
。

・
３０
分
に
１
回
程
度
は
部
屋
の
換
気
を
す
る
。

・
給
油
燃
料
を
間
違
え
な
い
―

○
電
気
カ
ー
ペ
ツ
ト

。
ア
ン
カ

・
電
気
毛
布

・
コ
タ
ツ
と
同
様
に
、
ス
イ
ツ
チ
の
切
り
忘
れ
に
注
意
―

・長
時
間
、
肌
に
直
接
触
れ
た
ま
ま
だ
と
、
低
温
や
け

ど
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
火
事
の
元
に
な
る
暖
房
器

具
で
す
。

正
し
く
使
用
し
て
寒

い
冬
を
暖
か
く
過
ご
し
ま

し

よ

う

！

κグン

●

10

知
つ
て
お
き
た
い

税

情

報
一島
写
鸞

ミ
「
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